
　　　　　読売映像 映像素材料金表 (2002年1月改定）

料金体系
①使用目的別料金＋②業務費＋③複製費を合算する。

①使用目的別料金 (10秒までの基本料金+１１秒以後の料金）
Ａランクは昭和40年（1965年）以後の映像
Ｂランクは昭和30年（1955年）代のの映像
Ｃランクは昭和29年( 1954年)以前の映像,その他撮影困難な映像や空撮、ＣＧ映像等

ランク １０秒までの基本料金 １１秒以降１秒ごとに

　放送　短編 A \30,000- \1,500-
　イベント（１ヶ所１月以内） B \45,000- \3,000-
　VP C \50,000- \4,000-
  映像商品　 A \50,000- \2,500-
  展示映像 B \70,000- \4,500-
  音楽プロモーション C \100,000- \5,000-

A \80,000- \5,000-
  劇場用映画 B \120,000- \7,500-

C \160,000- \10,000-
　ＣＭ 　　別途規定あり

②業務費
　　　　ビデオ 　　　　　　　\30,000-
　　　　フイルム 　　　　　　　\50,000-

③複製費
β カムの場合１０ヶ所３分まで \35,000-、以後５ヶ所及び１分毎に￥5,000円を加算。

１インチ、D2、デジタルβ カムの作業が伴う場合は経費を加算。

フィルム作業を伴う場合はフィルムにかかわる各種料金と経費を加算。

注意
○実使用秒数ではなく、申請時の秒数に対しての課金となります。
○放送１回分の料金です。再放送の場合は新たに使用料が発生します。
○映像素材の中に第三者の権利が含まれる場合は、申請者が承諾を得てください。
　　第三者の権料は、この料金表には含まれておりません。
○検索・試写とも原則的に無料ですが、ワークテープをお持ち帰りになる場合は、料
　金（\５.０００から）が発生します。
○振込は請求日から３ｹ月以内にお願いします。

使　用　目　的


